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本
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政
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第三種郵便物認可）

「第

２
０
１
通
常
国
会
閉
会

　

－

　　　

１

　

－

　

外
国
弁
護
十
法
改
正

　　　

税
理
士
業
務
へ
の
影
響
注
視

　

６
月
１７
日
・
第
２
０
１
通
常
国
会
が
閉
会
し
た
ｏ
今
国
会
で
は
・
新
型
ゴ
ロ

幹
護
せ
蛇
帆
綱
湛
痩
壌
幹

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
への
対
応
の
た
め
異
例
の
国
会
運
営
と
な
った
が
、
令
和

翻
鱈
勧
諜
蛎
軸
賜
鈍
樵
戦

２
年
度
税
制
改
正
の
ほ
か
・
外
国
弁
護
士
法
改
正
、
国
民
年
金
法
改
正
等
、
税

の
↓
“
＆

口繊鋭『鞠

理
士
業
界
に
関
連
の
あ
る
法
案
が
審
議
さ
れ
た
。

　　　　　　　　　　

正
に
よ
り
共
同
法
人
は
、

外
国
弁
護
士
法
の
改
正

　　

税
理
士
法
第
５１
条
は
、
知
弁
護
士
で
あ
る
場
合
に
日
本
人
で
あ
る
社
員
弁
護

外
国
法
事
務
弁
護
士
と
弁
護
士
が
国
税
局
長
へ
通
限
り
、
国
税
局
長
へ
の
通
士
の
全
員
が
国
税
局
長
に

弁
護
士
と
の
共
同
法
人
に
知
す
る
こ
と
に
よ
り
税
理
知
に
よ
り
税
理
士
業
務
が
通
知
し
た
場
合
税
理
士
業

関
す
る
法
改
正
が
行
わ
士
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
で
き
る
と
規
定
し
て
い
務
が
で
き
る
よ
う
に
な

れ
、
そ
の
整
備
法
と
し
て

き
る
と
し
て
お
り
、
弁
護

る
。

　　　　　　　

る
。

税
理
士
法
の
改
正
が
行
わ
士
法
人
に
お
い
て
も
社
員

　

通
常
国
会
で
成
立
し
た

　

今
回
の
通
知
弁
護
士
に

れ
た
。

　　　　　　

で
あ
る
弁
護
士
全
員
が
通
外
国
弁
護
士
法
改
正
は
、
関
す
る
改
正
に
つ
い
て

　

持
続
化
給
付
金
の
申
請
支
援

へ

　　　

て
質
問
が
あ
り
、
政
府
か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ら
の
答
弁
を
得
た
。
日
税

　　

日
税
連
が
留
意
点
公
表

　

穫
壷
套
馨
を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

受
け
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

お
い
て

「持
続
化
給
付
金

済嚇潮刻期知事職鵬曜柳榊塙博識剃り跡釧掛一霧ｗ漸靴帽鍔熟塘琳叩か卿紳隔幼腰幅堪額姻翻

期鋤疎繍臓蘭常識軸壊廠粁誠に瞳桝坤輔ル碑．緬一朗填鋪艇掛則唖難陣した。

の
声
を
反
映
し
た
質
疑
が

行
わ
れ
た
（関
連
記
事
６
持
続
化
給
付
金
の
申
請
の
ム
の
記
入
、
送
信
を
支
援

コ
ン
及
び
メ
ー
ル
ア
ド
レ

面
）
。

　　　　　　

支
援
に
係
る
靭里
思
点

　　

す
る
こ
と
は
可
能

　　　

ス
を
事
業
者
の
申
請
の
た

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　　　　　

（要
旨
）
③
有
償
で
、
申
請
手
続
き
め
に
利
用
す
る
こ
と
は
、

感
染
症
へ
の
経
済
対
策
の
①
有
償
で
、
申
請
フ
ォ
ー
や
Ｗ
ｅ
ｂ
申
請
シ
ス
テ
ム
電
子
申
請
が
困
難
な
者
へ

一環
と
し
て
の
持
続
化
給
ム
の
記
入
、
送
信
を
支
援
の
操
作
方
法
の
説
明
、
必
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
を
通
じ

付
金
に
つ
い
て
は
、
全
国
す
る
こ
と
は
、
行
政
書
士
要
書
類
の
確
認
等
を
行
う
た
支
援
と
し
て
行
う
こ
と

の
税
理
士
が
中
小
企
業
に

に
限
定

　　　　　　

こ
と
は
可
能

　　　　　

が
可
能
（日
税
連
ホ
ー
ム

対
し
、
相
談
に
応
じ
る
ほ
②
無
償
で
、
申
請
フ
ォ
ー

　

な
お
、
税
理
士
の
パ
ン
ペ
ー
ジ
よ
り
）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｒ
ｖ

　

の
－

　　　　　　　　　　

端

　

ｏ

日
本
税
政
連
轟
勝
塾

　　　　　　　　　　　　　　

行

税

　　　　

発緊

翻
響

Ｅ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｍせ【は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

…卿
料

日
本
鋭
政

を
行
っ
て
い
る
。
国
会
審

議
で
は
、
電
子
申
請
・本

人
申
請
に
限
る
と
さ
れ
る

持
続
化
給
付
金
の
申
請
の

支
援
に
係
る
靭里
思点

　　　　　

（要
旨
）

①
有
償
で
、
申
請
フ
ォ
ー

ム
の
記
入
、
送
信
を
支
援

す
る
こ
と
は
、
行
政
書
士

に
限
定

②
無
償
で
、
申
請
フ
ォ
ー

ム
の
記
入
、
送
信
を
支
援

す
る
こ
と
は
可
能

③
有
償
で
、
申
請
手
続
き

や
Ｗ
ｅ
ｂ
申
請
シ
ス
テ
ム

の
操
作
方
法
の
説
明
、
必

要
書
類
の
確
認
等
を
行
う

こ
と
は
可
能

な
お
、
税
理
士
の
パ
ン

　　

記
事
・第
１
回
政
策
委
員
会
を
開
催
１１
１２
面

恋

　

地
方
短
信
・各
単
位
税
政
連
定
期
大
会
を
開
催

中
門

．１１
１１１１
イ
ー
ー
１
１
１
１１１
１
ー
１
１１２
～
３
面

ムな
特
集
・税
理
士
に
よ
る
甘
利
明
後
援
会

士
↓

１
１
１
１
１
ー
ー
ー
ー
ー
ー
１１１
１
１４
～
５
面

「
ー

　

資
料
・
国
会
議
事
録
抜
粋
１
１
１
１
１
１６
面

特
集
・税
理
士
に
よ
る
甘
利
明
後

１
Ｉ
Ｊ

　

首
が
痛
い
。

樹

年
に
数
回
・
炎

葉

症
を
起
こ
す
の

　

↓
１

か
首
や
肩
が
痛

ドｒ
く
な
っ
て
手
の

指
が
座
れ
る
。
頚
椎
症
で

あ
る
。昨
年
の
暮
れ
に
は
、

外
反
母
紐
で
右
足
が
変
形

し
痛
く
な
っ
た
ｏ
姿
勢
の

悪
さ
と
靴
が
原
因
ら
し

い
。今
年
の
初
め
か
ら
は
、

眼
の
奥
に
流
れ
星
の
よ
う

な
光
が
走
る
よ
う
に
な
っ

た
。
光
視
症
と
診
断
さ
れ

た
▼
数
年
前
に
受
け
た
検

査
で
、
冠
動
脈
石
灰
化
症

（動
脈
硬
化
が
進
ん
で
心

筋
梗
塞
の
一歩
手
前
）
と

言
わ
れ
た
。
血
圧
も
順
調

に
上
昇
し
、
死
ぬ
ま
で
降

圧
剤
の
お
世
話
に
な
ら
な

く
て
は
な
ら
な
い
。ま
た
、

ホ
ル
モ
ン
バ
ラ
ン
ス
の
崩

れ
か
ら
か
、
夜
に
眠
り
難

く
な
っ
て
き
て
睡
眠
薬
を

服
用
す
る
よ
う
に
も
な
っ

て
い
る
。
還
暦
を
迎
え
る

数
年
前
か
ら
様
々
な
体
の

不
調
に
襲
わ
れ
て
い
る

（情
け
な
い
が
全
て
加
齢

に
よ
る
老
化
現
象
で
あ

る
）
。
同
世
代
の
人
達
と

話
す
と
み
ん
な
色
々
な
体

の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
▼

今
後
、
生
き
て
い
く
上
で

自
分
の
体
と
は
上
手
に
付

き
合
っ
て
行
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
れ
を
考
え

る
時
、
「心
は
か
ら
だ
の

主
人
で
あ
る
。
か
ら
だ
は

心
の
下
僕
で
あ
る
」
と
説

く
江
戸
時
代
の
儒
学
者
、

貝
原
益
軒
の
「養
生
訓
」

は
今
の
時
代
で
も
十
分
に

有
益
で
参
考
に
な
る
。
先

生
方
も
是
非
ご
一読
あ

れ
。

　　　　　

、
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５第 ５５号

　　

（２）

輔獅
コ
ロ
ナ
禍
の
要
望
協
議

来
税

　　　

ゥ
ェブ
方
式
政
策
委
員
会
開
催

（第：種郵便物認獅）

日
税
政
は
５
月
２８
日
、

第
１
回
政
策
委
員
会
（山

田
隆
磨
委
員
長
）
を
開
催

し
た
。
会
議
は
新
型
ゴ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
ウ
ェ
ブ
会

日

　

本

　

税

　

政

　

連

議
と
し
て
行
わ
れ
、主
に
、

税
制
改
正
へ
の
対
応
等
に

つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
＝

写
真
。
日
税
政
で
は
、
毎
年
税

制
改
正
へ
の
対
応
と
し
て

『
「税
制
改
正

要
望
」
を
作

成
し
て
い

る
。

仙

　

世
界
中
で

．
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が

猛
威
を
振
る

　

っ
て
お
り
、

．一
コ
ロ
ナ
ウ
イ

，
ル
ス
影
響
に

よ
る
経
済
危

機
は
、
リ
ー

，ｉ
マ
ン
シ
ョ
ッ

、
ク
よ
り
深
刻

で
あ
る
と
い

警
う
見
方
が
あ

る
。
納
税
者
を
取
り
巻
く

社
会
や
経
済
の
状
況
が
一

変
し
た
と
い
っ
て
も
過
言

で
は
な
い
。し
た
が
っ
て
、

通
常
の
税
制
改
正
要
望
書

と
は
別
に
コ
ロ
ナ
関
連
の

要
望
書
を
作
成
し
、
日
税

連
、
単
位
税
政
連
と
連
携

し
、
要
望
実
現
に
向
け
て

積
極
的
に
対
応
し
て
い

く
。日
税
連
で
は
、
建
議
書

を
６
月
１１
日
の
理
事
会
で

機
関
決
定
し
、
国
税
庁
等

関
係
省
庁
に
提
出
予
定
で

あ
る
。

　

「税
制
改
正
要
望
」
及

び
「重
点
要
望
事
項
」
の

今
後
の
取
り
扱
い
は
、
７

月
１７
日
幹
事
会
の
機
関
決

定
を
経
て
、
各
党
及
び
税

制
関
連
議
員
へ
提
出
、
陳

情
活
動
を
行
う
。

会
議
で
は
こ
の
他
、
定

期
大
会
議
案
、
税
理
士
法

改
正
つ
い
て
検
討
を
行
っ

た
。

ｗ

一瞬
競闘
噂
雛
榊強　　　　

今活治等なｌ

一一；

　　

新
型
コ

　

口
角
泡
を
飛
ば
す
こ
と

自
分
た
ち
の
要
望
が
な

染
防
止
が
の
政
治
離
れ
」
が
指
摘
嫌
い
」
と
い
う
よ
り
活

馴
叫
ば
れ
る
な
か
三
密
回
さ
れ
我
々
も
「若
者
の
動
の
足
元
の
問
題
。
今

ー
避
下
で
座
談
会
は
開
催
政
治
離
れ
＝
政
治
嫌

一度
、
税
政
連
の
政
治

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一
活
動
の
低
下
、
会
員
数
進
む
中
で
今
ま
で
感
じ
義
を
周
知
し
な
け
れ
ば

　　　　　　　
　　　　　　　

　　

　　　　　　　　

ー
が
問
題
点
と
し

　　

中
国

　

荒
神
”五
師

　

の
政
治
家
を
応
援
す

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一
し
て
い
な
い
、
入
会
し

　

税
政
連
が
あ
る
と
い
も
行
か
な
く
て
も
別
に

馴

　　　　　　

‘

　　　　　

７マ

　　　　　　　　

ノ
し
Ｙ

　　　　　　　　　　　　　

アマ

イ

　　　　　

ｍ

一
し
て
い
な
い
、
入
会
し

　

税
政
連
が
あ
る
と
い
も
行
か
な
く
て
も
別
に
一

ー
て
い
る
が
活
動
に
参
加
う
こ
と
す
ら
知
ら
な
か
い
い
と
い
う
後
援
会
に
ー

押
し
て
い
な
い
若
い
会
員

っ
た
。
後
援
会
か
ら
の
は
少
な
く
と
も
行
か
な
棚

ー
を
交
え
て
ロ
角
泡
を
飛
案
内
が
な
い
の
で
最
初
い
」
こ
の
言
葉
を
私
た
棚

醐
ば
し
て
論
議
す
る
場
を
に
入
会
↓を
逃
が
し
た
ち
は
ど
の
よ
う
に
捉
え
ー

醐
難

し
た

時
難
≧

ず
‘≦
ま
ま

雰

　　　　

棚

運
営
す
る
と
い
う
姿
勢
を

維
持
し
つ
つ
、－こ
れ
ま
で

同
様
に
多
く
の
税
政
連
会

員
が
大
会
に
参
加
で
き
る

運
営
方
法
を
見
直
す
こ
と

等
に
つ
い
て
の
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

と
活
動
の
強
化
を
図
り
、

税
理
士
法
改
正
や
税
制
改

正
を
実
現
し
た
い
と
思

う
。
ま
た
、
後
援
会
の
定

期
総
会
等
は
、
被
後
援
議

員
の
政
治
理
念
や
国
政
活

動
の
報
告
の
場
だ
け
で
な

く
、
税
の
専
門
家
で
あ
る

我
々
の
意
見
を
述
べ
る
場

で
も
あ
り
、
お
互
い
に
情

報
共
有
す
る

機
会
で
あ

る
。
そ
の
大

切
さ
を
認
識

し
、
後
援
会

設
立
後
も
定

期
総
会
等
の

開
催
を
継
続

し
て
い
た
だ

く
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ

る
。今
後
も
、

税
理
士
の
未

来
を
築
く
た
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！
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め
、
政
治
連
盟
は
税
理
士

会
と
連
携
し
て
政
治
活
動

を
行
っ
て
い
く
」
と
述
べ

た
。そ
の
後
議
事
に
入
り
、

上
程
さ
れ
た
全
６
議
案
に

つ
い
て
審
議
の
結
果
、
い

ず
れ
も
賛
成
多
数
で
原
案

ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ

た
。
最
後
に
末
吉
幹
久
総

務
副
会
長
の
閉
会
の
辞

に
よ
り
大
会
は
終
了
し

た
。

お
詫
び
と
訂
正

会
報
「日
本
税
政
連
」

第
５
５
４
号
（６
月
１
日

号
）
５
面
、
国
会
議
員
等

に
よ
る
税
務
支
援
視
察
記

事
で
、
「里
美
隆
治
議
員
」

と
あ
る
の
は
、
正
し
く
は

「里
見
隆
治
議
員
」
で
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　　

　　

　　　

税理士事務所と関与先を守る安心の補償

　

。

　

つ
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′

　　　　　　　　　

、′

税理士職業賠償責任保険

　

｛

加入のおすすめ ／

　

｝

　

）

　　　　　　　　　　　　　　　

　　

　

　
　 　 　 　

依頼者に損害を与えた場合に、 賠償が可能であることが

　　

資料請求先

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

株 式 会 社 日

専門家としての要件とも言われています。

　　　　　　　　　　

〒Ｉ４Ｉ‐ｏｏ３２

専門家責任を果たすための－つの手段として、 加入をお
東京都品川区大ｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電 話０１２０‐３２０－９

すすめしています。
ホームページ

東京都品川区大崎１‐１１－８日本税理士会館５階
電話０１２０‐３２０‐９１２

　

ＦＡＸ０３‐５４３５‐０９０７

ホームページ１ぜいばいほけんー 検 索』

＊ホームページでは事故事例をご覧いただけます。
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一＝

関
東
信
越
税
理
士
政
治
連
盟

令和２年（２０２０年）７月１日（水曜日）

関
東
信
越
税
理
士
政
治

連
盟
（井
部
俊
一会
長
）

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
本
年
の

定
期
大
会
を
書
面
議
決
に

よ
る
開
催
と
し
た
。

代
議
員
２
５
０
人
に
対

し
、
６
月
１０
日
を
期
日
と

し
て
書
面
議
決
書
に
よ
り

議
案
に
つ
い
て
の
回
示
を

求
め
た
。
そ
の
結
果
、
期

日
ま
で
に
２
５
０
人
中
２

２
２
人
か
ら
回
示
が
あ
り

定
期
大
会
が
成
立
、
役
員

立
ち
合
い
の
も
と
賛
否
を

集
計
し
た
結
果
、
す
べ
て

の
議
案
が
異
議
な
く
原
案

の
と
お
り
可
決
承
認
さ
れ

た
。な
お
、
提
出
さ
れ
た
議

案
は
下
記
の
と
お
り
で
あ

る
。第
１
号
議
案

　

令
和
元

年
度
運
動
経
過
及
び
組
織

活
動
の
承
認
を
求
め
る
件

第
２
号
議
案

　

令
和
元

年
度
収
支
決
算
の
承
認
を

求
め
る
件
（監
査
報
告
）

第
３
号
議
案

　

令
和
２

年
度
運
動
方
針
の
議
決
を

求
め
る
件

第
４
号
議
案

　

令
和
２

年
度
組
織
活
動
方
針
の
議

決
を
求
め
る
件

第
５
号
議
案

　

令
和
２

年
度
収
支
予
算
の
議
決
を

求
め
る
件

第
６
号
議
案

　

大
会
決

議
の
議
決
を
求
め
る
件

九
州
北
部
税
理
士
政
治
連
盟

九
州
北
部
税
理
士
政
治

連
盟
は
６
月
１９
日
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
の
現
状
に
鑑

み
、
当
初
予
定
し
て
い
た

会
場
か
ら
九
州
北
部
税
理

士
会
館
（福
岡
市
）
に
会

場
を
変
更
し
、
第
５２
回
定

期
大
会
を
開
催
し
た
＝
写

真
。冒
頭
、
上
村
常
憲
会
長

は
あ
い
さ
つ
に
立
ち
、云
っ

大
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡

大
の
影
響
で
委
任
状
の
提

出
に
よ
る
議
決
権
の
行
使

を
お
願
い
す
る
こ
と
と

な
り
、
非
常
に
残
念
に
思

，つ
０税
政
連
は
昨
年
度
、
新

た
に
３
人
の
国
会
議
員
の

後
援
会
を
設
立
し
、
後
援

会
の
数
は
１４
に
な
っ
た
。

今
後
も
、
税
政
連
と
後
援

会
の
連
携
を
更
に
強
化

し
、
後
援
会
組
織
の
拡
大

　
　
　　
　　　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　　

　

　　

　

　

今
年
度
の
会
費
ア
ン
ケ
ー
ト

　

実
施
方
法
な
ど
協
議

日
税
政
は
５
月
２５
日
、

第
２
回
組
織
委
員
会
（吉

田
恵
幸
委
員
長
）
を
開
催

し
た
。
会
議
は
新
型
ゴ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
ウ
ェ
ブ

会
議
と
し
て
行
わ
れ
、
主

に
税
政
連
の
組
織
体
制

に
関
す
る
協
議
を
行
っ

た
。組
織
委
員
会
で
は
毎
年

「税
政
連
の
会
費
の
徴
収

状
況
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

織艶
組
委

ト
」
を
行
っ
て
い
る
。
本

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
各
単

位
税
政
連
傘
下
の
支
部

（県
税
政
連
、
地
区
連
税

政
連
、
地
区
会
等
）
の
税

理
士
会
会
員
数
、
税
政
連

会
員
数
、
会
費
収
納
者
数

に
つ
い
て
等
を
調
査
し
、

会
費
の
徴
収
状
況
や
入
会

届
の
徴
収
の
有
無
等
の
実

態
の
把
握
に
努
め
て
い

る
。
併
せ
て
各
単
位
税
政

連
の
会
報
発
行
状
況
や
税

理
士
を
主
な
対
象
者
と
す

る
研
修
会
の
開
催
状
況

等
、
会
員
向
け
施
策
の
実

施
状
況
に
つ
い
て
も
調
査

の
う
え
、
集
計
・分
析
を

行
っ
て
い
る
。会
議
で
は
、

前
年
度
の
調
査
結
果
を
基

に
、
今
年
度
の
調
査
の
目

的
を
再
確
認
し
、
ア
ン
ケ

ー
ト
の
実
施
方
法
に
つ
い

て
協
議
し
た
。

そ
の
他
、栃
木
県
税
政

連
訴
訟
に
つ
い
て
の
経
過

報
告
や
、
定
期
大
会
に
係

る
本
連
盟
規
約
等
の
一部

変
更
案
と
し
て
、
全
国
の

税
政
連
役
員
が
協
力
し
て
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名
古
屋
税
理
士
政
治
連
盟

（第：種郵便物ぷ獅）

名
古
屋
税
理
士
政
治
連

盟
は
、
６
月
１２
日
、
税
理

士
会
ビ
ル
（名
古
屋
市
）

に
お
い
て
第
４７
回
定
期
大

会
を
開
催
し
た
＝
写
真
。

本
年
度
は
新
型
ゴ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、
国
会
議
員
等
の

招
待
、
関
係
役
員
等
へ
の

出
席
案
内
を
取
り
止
め
る

と
と
も
に
、
国
政
報
告
会

及
び
懇
親
会
の
開
催
も
中

止
し
、
規
模
を
縮
小
し
て

開
催
し
た
。

尾
崎
秀
明
副
会
長
の
開

会
の
こ
と
ば
、
平
昌
彦
会

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い

て
、
前
原
明
弘
代
議
員
が

議
長
に
選
出
さ
れ
議
事
に

入
っ
た
。
令
和
元
年
度
運

動
経
過
報
告
承
認
の
件
、

同
収
支
決
算
承
認
の
件
、

令
和
２
年
度
運
動
方
針
決

定
の
件
、
同
収
支
予
算
決

定
の
件
の
４
議
案
は
い
ず

れ
も
異
議
な
く
原
案
の
と

お
り
可
決
承
認
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、
令
和
２
年

度
連
盟
表
彰
及
び
令
和
元

年
度
支
部
表
彰
が
行
わ
れ

た
後
、
西
村
高
史
名
古
屋

税
理
士
会
会
長
か
ら
の
祝

辞
に
続
い
て
、
太
田
直
樹

日
税
政
会
長
か
ら
の
祝
辞

が
代
読
に
よ
り
披
露
さ
れ

た
。
最
後
に
菱
田
裕
之
副

会
長
の
閉
会
の
こ
と
ば
を

も
っ
て
定
期
大
会
は
終
了

し
た
。

　
　
　　
　　

　　　　　

沖
縄
税
理
士
政
治
連
盟

沖
縄
税
理
士
政
治
連
盟

は
、
６
月
１９
日
、
沖
縄
税

理
士
会
会
議
室
（那
覇
市
）

お
い
て
第
２４
回
定
期
大
会

を
開
催
し
た
＝
写
真
。

本
年
度
の
定
期
大
会

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
、
三
密
場
面
な
ど

の
集
団
感
染
症
リ
ス
ク
が

高
い
状
況
を
回
避
す
べ
く

開
催
日
及
び
会
場
の
変
更

が
行
わ
れ
、
来
賓
、
国
会

議
員
等
の
招
待
や
懇
親
会

を
取
り
や
め
て
開
催
さ
れ

た
。園
仲
勝
則
会
長
の
あ
い

さ
つ
で
は
、
「コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
申
告
や
納
付
期

限
の
延
長
措
置
が
行
わ
れ

る
な
か
、
政
府
の
第
１
次

安倍内閣支持率低下

ぜいたいきょうは、１９８３年（昭和５８年）の設立以来、税理士事務所職員・関与先事業所従業員のための特定退職年金共済制度運営を
通じて、皆様の繁栄を応援しています。

明　
　

　

ず姿

が〆
　

　　　

　　　　　　
　
　

及
び
第
２
次
補
正
予
算
の
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
長
の
司
会
の
も
と
工
藤
善

成
立
等
、
取
り
巻
く
環
境
く
」
と
の
あ
い
さ
つ
が
あ
規
議
長
の
進
行
に
よ
り
す

が
様
変
わ
り
し
て
い
る
。

っ
た
。

　　　　　　

べ
て
の
議
案
が
滞
り
な
く

そ
の
た
め
、
こ
の
新
型
コ

　

続
い
て
議
案
審
議
に
移
可
決
承
認
さ
れ
た
。
議
事

ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
考
り
、
上
程
さ
れ
た
第
１
号
終
了
後
、
階
猛
衆
議
院
議

慮
し
つ
つ
も
積
極
的
な
活
議
案
か
ら
第
５
号
議
案
ま
員
か
ら
国
政
報
告
が
あ

動
を
展
開
し
て
税
理
士
の
で
を
い
ず
れ
も
満
場
一致
り
、
令
和
元
年
１１
月
２６
日

社
会
的
使
命
を
果
た
し
て
で
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別

い
く
べ
き
で
あ
る
。
全
国
し
た
。

委
員
会
で
「東
北
税
理
士

の
移
動
自
粛
が
解
除
さ
れ

　

続
い
て
、
太
田
直
樹
日
会
を
中
心
に
全
国
税
理
士

今
後
も
厳
し
い
環
境
が
想
税
政
会
長
か
ら
の
祝
辞
が
会
か
ら
要
望
の
出
て
い
る

定
さ
れ
る
が
、
会
員
、
役
代
読
さ
れ
、
定
期
大
会
を
災
害
損
失
控
除
を
認
め
る

員
、
執
行
部
が
一致
団
結
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

　

べ
き
で
あ
る
」
と
の
質
問

　　
　
　　

　　　　　

東
北
税
理
士
政
治
連
盟

２
月
２２
日
、
岩
手
県
税

理
士
会
館
（盛
岡
市
）
に

お
い
て
、
税
理
士
に
よ
る

階
猛
後
援
会
の
第
５
回
定
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静
崎
Ｌ話
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期
総
会
が
開
催
さ
れ
た
＝

写
真
。

．
当
日
は
来
賓
と
し
て
、

階
猛
衆
議
院
議
員
（無
所

属
・岩
手
１
区
）
、
穀
田

有
一岩
手
県
税
理
士
政
治

連
明宏
＝長
、
工
藤
重
信
東

北
税
理
士
会
岩
手
県
支
部

連
合
会
会
長
、
岩
根
修
象

元
岩
手
県
税
理
士
政
治
連

盟
会
長
、
菊
池
二
郎
東
北

税
理
士
会
盛
岡
支
部
長
を

迎
え
、
総
勢
１８
人
に
よ
る

総
会
と
な
っ
た
。

丹
代
一志
後
援
会
幹
事

長
の
司
会
の
も
と
工
藤
善

規
議
長
の
進
行
に
よ
り
す

べ
て
の
議
案
が
滞
り
な
く

可
決
承
認
さ
れ
た
。
議
事

終
了
後
、
階
猛
衆
議
院
議

員
か
ら
国
政
報
告
が
あ

り
、
令
和
元
年
１１
月
２６
日

東
日
本
大
震
災
復
興
特
別

委
員
会
で
「東
北
税
理
士

会
を
中
心
に
全
国
税
理
士

会
か
ら
要
望
の
出
て
い
る

災
害
損
失
控
除
を
認
め
る

べ
き
で
あ
る
」
と
の
質
問

を
し
、
政
府
参
考
人
か
ら

明
確
な
回
答
は
得
ら
れ
な

か
っ
た
も
の
の
、

「さ
ら

に
一歩
踏
み
込
ん
だ
対

応
」
を
お
願
い
し
た
旨
の

報
告
が
あ
っ
た
。

税
理
士
に
よ
る
階
猛
後

援
会
は
、
税
理
士
制
度
、

中
小
企
業
に
対
し
て
深
い

理
解
と
認
識
の
あ
る
階
猛

衆
議
院
議
員
を
今
後
も
強

力
に
支
援
し
て
い
く
こ
と

で
一致
団
結
し
総
会
は
終

了
し
た
。

閉
会
後
は
盛
岡
市
内
に

あ
る
「大
む
ら
」
に
て
、

階
猛
議
員
を
囲
ん
で
の
懇

親
会
が
開
催
さ
れ
、
和
や

か
に
懇
談
・情
報
交
換
を

行
っ
た
。

退職金制度は？

　　　　　

　

＝いきよつ
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－１１
．

　　　　　　　　　

税理士事務所職員・関与先事業所従業員のための

　　　　　　　　　　　　　　　　　

○・

たいきょうの「特定退職年金共済制度」は…
５歳未満までｏＫ！

　

ノ関与先の皆様もご加入できます

　

ノ複利はなんと２％！！！

　　　　　　　　　　　　　　

、
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－
ノ満６５歳未満までｏＫ！

　

ノ関与先の皆様もご加入できます

　

ノ複利はなんと２％！！！

Ｊ掛金は全額必要経費、または損金に計上

　

ノ月額３，ｏｏｏ円から確かな保証！

Ｊ充実した福祉事業制度（結婚祝金．出産祝金．死亡弔慰金をご用意） 制度の詳細はホームページをご覧ください ぜいたいきょう

一般社団法人 ぜ い た い き ょ
ー
圏 国 田

　

〒３３ひｏ８４６ さいたま市大宮区大門町 総大野ビノレ６階

　　

糠鰍蹴帥領哨概・嶺胴法ぜ い た いきょっ 囲圏因

　

夏激闘赤い轍麟郡都雫謬見淵繋吾隠醐．※露鰯義繋ぎ腰撫牲畔廓徽獅社団法人税理士事務所職員退職年金共済会）

概
略
き

　

先
　
　 加

‐
％

で

　

戊

？
リ

　

軌

怒

　

は

　

　

　　よ

　

ふき

支
援
策
を
矢
継
ぎ
早
に
繰
り
出

っ
て
相
談
に
乗
り
、
対
応
い
た
を
変
え
れ
ば
税
理
士
が
係
わ
っ

し
て
き
て
い
る
。

　　　　

だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
緊
急
援
て
こ
な
け
れ
ば
こ
れ
ら
の
申
請

さ
て
、
そ
こ
で
こ
の
緊
急
事
助
と
し
て
持
続
化
給
付
金
な
ど
は
進
ま
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。

令和２年（２０２０年）７月１日 （水曜日）

　

昨
年
末
か
ら
発
生
の
新
型
コ
態
に
お
い
て
今
税
理
士
が
果
た
の
各
種
支
援
金
、
給
付
金
が
あ
中
小
企
業
経
営
者
は
今
生
き
残

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威
も
世
界
す
役
割
は
何
な
の
か
考
え
て
み
る
が
、
日
税
連
か
ら
も
「
『持
り
を
か
け
て
必
死
の
状
況
で
あ

に
拡
散
し
、
な
か
な
か
収
束
の
た
い
。

　　　　　　　　

続
化
給
付
金
』
の
電
子
申
請
が
る
。
今
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い

兆
し
が
見
な
い
日
々
が
続
い
て

　

か
ね
て
よ
り
税
理
士
業
務
に
困
難
な
者
へ
の
サ
ポ
ー
ト
に
つ
る
中
小
企
業
は
、
か
ね
て
よ
り

い
る
。
確
定
申
告
も
ま
だ
期
限
お
い
て
は
そ
の
役
割
と
し
て
税
い
て
」
と
題
し
代
理
・代
行
申
税
理
士
か
ら
の
指
導
に
基
づ
き

が
来
て
い
な
い
中
、
緊
急
事
態
務
申
告
だ
け
で
な
く
、
中
小
企
請
に
は
注
意
を
要
す
る
も
の
適
正
な
申
告
と
納
税
を
行
っ
て

宣
言
を
受
け
て
、
税
理
士
業
務
業
の
身
近
な
相
談
役
と
し
て
、
の
、
積
極
的
な
支
援
を
呼
び
掛
き
た
の
だ
。
こ
れ
は
日
本
国
憲

に
お
い
て
も
大
き
な
影
響
が
出
資
金
繰
り
支
援
や
経
営
相
談
な
け
て
い
る
。

　　　　　　

法
の
三
大
義
務
で
あ
る
納
税
の

て
い
る
。
４
月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

義
務
が
あ
る
か

誓
に暴
連

　

緊
急
事
態
宣
言
下
で
の
税
理
士
へ
の
期
待

　

ら
で
も
あ
る

よ
り

「税
理
士

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

が
、
こ
の
緊
急

の
業
務
と
テ
レ
ワ
ー
ク
（在
宅
ど
も
求
め
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

　

私
た
ち
税
理
士
に
は
第
一条
事
態
に
お
い
て
は
今
ま
で
真
面

勤
務
）
～
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
期
待
度
は
多
岐
に
亘
っ
て
き
の
「使
命
」
が
あ
る
。
税
理
士
目
に
し
っ
か
り
適
正
申
告
を
し

ス
感
染
防
止
対
応
版
～
」
が
公
た
。
認
定
支
援
機
関
の
大
半
が
は
申
告
納
税
制
度
の
理
念
に
そ
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
支
援
を
受

表
さ
れ
、
税
理
士
の
仕
事
の
在
税
理
士
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
明

っ
て
、
納
税
義
務
者
の
信
頼
に
け
る
権
利
も
あ
る
も
の
と
思

り
方
も
見
直
し
が
求
め
ら
れ
て
白
で
あ
る
。

　　　　　　

こ
た
え
た
適
正
な
申
告
と
納
税
う
。
税
理
士
と
し
て
従
来
か
ら

い
る
。

　　　　　　　　　

今
何
よ
り
も
最
初
に
優
先
す
指
導
を
強
力
に
推
進
し
て
き
行
っ
て
き
た
税
務
支
援
が
あ
る

　

私
た
ち
の
大
切
な
関
与
先
で
べ
き
は
、
関
与
先
企
業
の
資
金
た
。
今
回
の
緊
急
事
態
に
伴
う
か
ら
こ
そ
の
、
今
回
の
中
小
企

あ
る
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
繰
り
を
し
っ
か
り
サ
ポ
ー
ト
す
中
小
企
業
に
対
す
る
融
資
や
給
業
へ
の
支
援
も
私
た
ち
税
理
士

そ
の
影
響
は
計
り
知
れ
な
く
、
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
政
府
系
金
付
金
の
申
請
に
お
い
て
税
理
士

　

へ
の
大
き
な
期
待
で
あ
る
と
強

国
も
企
業
の
倒
産
を
防
ぎ
、
雇
融
機
関
及
び
民
間
金
融
機
関
が
係
わ
っ
た
申
告
書
等
の
提
出
く
感
じ
る
。

用
を
維
持
す
る
た
め
の
様
々
な
も
、
か
つ
て
な
い
緊
張
感
を
も
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
言
い
方

　　　　　　　

（吉
田
）

　　
・Ｊ
「

　　

」ー



　

日
本
税
理
士
政
治
連
盟
は
、
３
４
０
を
超
え
る
税

理
士
に
よ
る
国
会
議
員
等
後
援
会
を
各
地
で
結
成

し
、
税
理
士
業
界
に
理
解
の
あ
る
議
員
を
応
援
し
て

い
る
。
そ
し
て
日
ご
ろ
の
活
発
な
後
援
会
活
動
を
通

し
て
被
後
援
者
と
の
関
係
を
深
め
、
毎
年
の
税
制
改

正
で
は
積
極
的
に
要
望
し
、
働
き
続
け
て
い
る
。

本
紙
で
は
、
全
国
の
後
援
会
活
動
を
さ
ら
に
推
進

し
て
い
く
た
め
、
後
援
会
が
行
っ
て
い
る
日
常
活
動

や
被
後
援
者
・後
援
会
長
の
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
見
た
理

想
的
な
政
治
家
像
・後
援
会
像
、
そ
し
て
被
後
援
者

か
ら
税
理
士
会
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
て
い
る
。

今
回
は
、
甘
利
明
自
民
党
税
制
調
査
会
長
と
小
林

後
援
会
長
か
ら
話
を
聞
い
た
。

を
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〆３ｒ｝芥

　

，，

　　　

～？÷÷－－′－・一ーＱ

　　　　　　　　　　　

　

　　　　　　　　　　

Ｐ

　

，

　

－，卿

　　　　　　　　　

’

　　　　　　　　　

－－．，

　

，

　　　

ヂー

ｒ増

　　　　　　　　　　　　　　

員“，ｒ

　　　　　

”：；↑ヤナ・

　　　　　　　　　　　
　

■
後
援
会
設
立
の
経
緯

　

ー
ー
後
援
会
設
立
あ
経
の
も
と
設
立
さ
れ
ま
し

緯
、
印
象
に
残
つ
て
い
る
た
。
甘
利
議
員
の
後
援
会

こ
と
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
は
若
手
税
理
士
も
数
多
く

し

　　　　　　　　

お
り
、
政
治
経
済
並
び
に

　

小
林

　

甘
利
明
後
援
会
文
化
活
動
を
支
援
・後
援

は
、
甘
利
議
員
が
小
測
恵
し
、
後
援
会
の
一層
の
繁

三
内
閣
で
労
働
大
臣
と
し
栄
を
図
る
と
い
う
目
的
の

て
初
入
閣
さ
れ
た
翌
年
の
も
と
設
立
さ
れ
た
後
援
会

１
９
９
９
年
１
月
に
、
甘

で
す
。

利
議
員
の
ご
理
解
ご
協
力

　

後
援
会
が
設
立
さ
れ
て

州
崎
『
『
『
－

－
・
；
”

か
ら
２１
年
の
年
月
が
経
っ

か
ら
２１
年
の
年
月
が
経
っ

て
お
り
ま
す
が
、
昨
年
４

月
２５
日
の
定
期
総
会
を
も

ち
ま
し
て
、
初
代
会
長
の

中
野
豊
三
郎
後
援
会
長
を

継
い
で
私
が
２
代
目
後
援

会
会
長
に
な
り
ま
し
た
。

後
援
会
の
活
動
で
印
象

に
残
っ
て
い
る
こ
と
は
数

多
く
あ
り
ま
す
が
、
そ
の

　

　　
　

　　　　　　　

　

　　　

中
で
も
昨
年
１０
月
に
甘
利

　

　　　

　

議
員
が
自
民
党
税
制
調
査

会
の
会
長
に
就
任
し
た
直

後
、
私
が
２
代
目
会
長
と

甘
利
明
（あ
ま
り
・あ
き

ら
）
昭
和
２４
年
８
月
２７
日

神
奈
川
県
生
ま
れ
。
昭
和

５８
年
衆
議
院
議
員
に
初
当

選
。
労
働
大
臣
、
経
済
産

業
大
臣
、
規
制
改
革
担
当

大
臣
、
自
由
民
主
党
政
務

調
査
会
会
長
、
経
済
再
生

担
当
大
臣
な
ど
を
歴
任
。

令
和
元
年
よ
り
自
由
民
主

党
税
制
調
査
会
長
。

、

　

、　　勘 ２
年
度
税
制
改
正
要
望
の
…

　　
　

　

　

　
　

　
　
　
　

陳
情
で
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー
ー
税
制
調
査
会
長
と

作
り
ま
す
。
党
が
ま
と
め

税
制
を
実
質
的
に
決
定

【

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

し
て

　　　　　　　

た
大
綱
を
税
制
の
原
案
と

　　
　　
　　　　
　
　　
　

　　　　　　　　　　

で
、
予
定
さ
れ
た
時
間
を

大
幅
に
超
え
て
熱
心
な
議

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

が
で
き
ま
し
た
。
山
中
貞

の
重
さ
を
感
じ
て
お
り
ま

　　　　　　　　　　　　　　

．ノード‐

　　　　　　　　

　

　
　
　

再
度
検
討
を
加
え
る
こ
と
心
に
説
明
し
て
い
た
だ
き
迷
惑
を
か
け
る
な
」
と
い
権
限
を
持
た
さ
れ
て
お
は
、
非
常
に
大
論
争
に
な

が
必
要
で
あ
る
と
い
う
印
税
理
士
会
に
対
す
る
深
い
う
こ
と
を
常
々
仰
っ
て
い
り
、
政
策
の
原
資
を
通
じ
り
ま
し
た
。
そ
の
過
程
を

象
を
受
け
、
陳
情
活
動
の
ご
理
解
を
い
た
だ
い
て
い
た
の
で
、
あ
え
て
お
知
ら
経
済
、
社
会
全
体
の
あ
り
知
っ
て
い
る
税
調
会
長
と

難
し
さ
を
感
じ
た
次
第
で
る
証
だ
と
再
認
識
い
た
し
せ
し
な
か
っ
た
と
の
こ
と
方
に
大
き
な
影
響
を
与
え
し
て
、
今
コ
ロ
ナ
禍
の
時

ご
ざ
い
ま
す
。

　　　　

ま
し
た
。

　　　　　

で
し
た
。
中
野
先
生
の
お

ま
す
。
ま
さ
に
、
税
か
ら

に
、
消
費
税
を
な
く
し
て

　

ま
た
、５
月
２５
日
に
は
、

甘
利

　

私
の
後
援
会
を
人
柄
が
表
れ
て
い
た
と
感
国
の
礎
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
欲
し
い
と
の
国
民
の
声
も

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

作
っ
て
い
た
だ
き
２１
年
に

じ
ま
す
。

　　　　　

す
。

あ
り
ま
す
が
、
日
本
の
年

染
拡
大
に
よ
り
影
響
を
受
な
る
の
で
す
が
、
２０
年
間

　

ま
た
、
私
の
後
援
会
会

　

徴
税
の
歴
史
と
い
う
の
齢
構
成
の
変
化
を
踏
ま
え

け
て
い
る
地
元
の
中
小
企
を
超
え
る
間
、
税
理
士
の
長
を
務
め
て
い
た
こ
と
に
は
、
中
国
の
日
本
に
関
す
て
、
社
会
保
障
を
い
か
に

業
の
支
援
の
一環
と
し
て
先
生
方
と
お
付
き
合
い
を
非
常
に
誇
り
を
持
っ
て
い
る
最
古
の
書
物
で
あ
る
支
え
る
か
と
い
う
議
論
を

の
持
続
化
給
付
金
に
つ
い
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
た
と
い
う
こ
と
を
同
い
ま

「魂
志
倭
人
伝
」
に
も
出
延
々
と
し
て
き
た
人
間
と

て
、
税
理
士
が
力
に
な
れ
り
、
非
常
に
光
栄
に
思
っ
し
て
、
感
激
を
新
た
に
し
て
く
る
話
で
あ
り
、
正
に
し
て
は
、
社
会
保
障
財
源

る
こ
と
は
な
い
か
と
い
う

て
お
り
ま
す
。

　　　　

た
次
第
で
す
。

　　　　

国
の
基
盤
な
ん
だ
と
い
う

と
し
て
の
消
費
税
を
な
く

こ
と
で
、
緊
急
要
望
と
し

　

ま
た
、
そ
ん
な
に
長
い

　

そ
の
後
、
小
林
先
生
に
こ
と
を
改
め
て
感
じ
た
次
せ
と
い
う
こ
と
は
と
て
も

て
北
島
則
行
東
京
地
方
税
年
月
が
経
っ
た
の
か
と
感
２
代
目
後
援
会
長
に
な
っ
第
で
す
。
国
家
予
算
に
つ
呑
め
る
も
の
で
は
で
は
あ

理
士
会
会
長
、
地
区
連
会
慨
深
い
で
す
。
私
の
後
援
て
い
た
だ
き
、
立
派
に
後
い
て
は
、
内
閣
、
政
府
が
り
ま
せ
ん
。

長
、
副
会
長
と
共
に
甘
利
会
は
中
野
先
生
を
初
代
会
援
会
を
守
っ
て
い
た
だ
い
作
り
ま
す
が
、
税
は
党
が
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ー

　　

．
＝．〆

　

・・

　

・

　　　　

＝

が
、
電
子
申
請
が
困
難
な
と
い
う
こ
と
は
存
じ
上
げ
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

事
業
者
へ
の
申
請
の
支
援
て
い
た
の
で
す
が
、
お
亡
ま
す
が
、
初
め
て
お
目
に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　
　

　

　　

　

　

　

　

　

　　　　　　　　　　　　　　

▲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　　

．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

‐

　　　　　　　　　　

＃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

巡

　

ｒ

　

，ノ

令和２年（２０２０年）７月１日 （水曜日）

明
健三種郵便物綱）

　
－
－
ー
ー
ー
長　　調　

自
由
民
主
党
税
制
調
査
会
長

　　

且甘
利
日

　

明

　　　　　　

（衆
議
院
議
員
・
神
奈
川
１３
区
）

税
理
士
に
よ
る
甘
利
明
後
援
会
会
長

　　　　　　　　　　

小
三杯
卦

　

Ｔ頁

　　

（司
会
）
後
援
会
対
策
委
員
長

　

南
条
吉
雄

　　　　　　　

同
副
委
員
長

　

長
尾

　

仁



■
「攻
め
の
税
調
」と
は

さ
に
税
は
国
家
で
あ
り
ま

　

持
続
化
給
付
金
の
申
請
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

す
。
国
を
あ
ら
ま
ほ
し
き
に
つ
い
て
は
、
全
部
電
子

　

し
か
し
、
電
子
申
挫

う
ち
は
評
価
さ
れ
ず
、
亡
だ
、
と
い
う
お
話
を
盛
ん
き
ま
し
た
。
財
政
・経
済

し
か
し
、
電
子
申
請
が
く
な
っ
た
後
に
評
価
さ
れ
に
さ
れ
て
お
り
、
ま
さ
し

・国
政
報
告
と
貴
重
な
お

億三種郵便物・嗣）

ー
ー
甘
利
議
員
は
「攻
値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
姿
に
誘
導
し
て
い
く
役
割
申
請
と
い
う
こ
と
を
貫
き
浸
透
し
て
い
る
今
日
の
世
る
、
正
し
い
評
価
は
、
後
く
今
、
デ
ジ
タ
ル
化
社
会
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

め
の
税
調
」
と
い
う
言
葉
す
。

　　　　　　　

が
「税
」
に
は
で
き
る
と
ま
し
た
か
ら
、
ネ
ッ
ト
に
の
中
で
は
、
正
に
甘
利
議
世
で
は
な
い
と
本
当
は
分
に
な
っ
た
と
私
自
身
強
く
若
手
税
理
士
を
含
め
多
く

を
使
い
ま
す
が
、
攻
め
の

　

特
に
「攻
め
」
と
い
う
思
い
、
攻
め
の
税
調
と
い
慣
れ
て
い
な
い
高
齢
の
経
員
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
、
世
か
り
ま
せ
ん
。

　　　

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　　

の
後
援
会
会
員
が
お
り
ま

税
調
と
し
て
目
指
さ
れ
た
言
葉
の
意
味
は
、
世
の
中
う
発
言
を
し
ま
し
た
。

　

営
者
に
と
っ
て
は
紙
ベ
ー
の
中
の
動
き
を
税
が
先
導

　

小
林

　

毎
月
送
っ
て
く

　

甘
利
議
員
の
言
っ
て
い
す
の
で
、
甘
利
議
員
の
お

目穴体
的
な
内
容
に
つ
い
て
の
動
き
を
先
取
り
し
て
税

　

長
尾

　

税
理
士
の
専
門
ス
で
の
申
請
の
方
が
ス
ム
す
る
と
い
う
言
葉
が
身
に
だ
さ
る
国
会
リ
ポ
ー
ト
る
こ
と
は
、
裏
付
け
さ
れ
話
を
聞
い
て
非
常
に
感
銘

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

が
そ
ち
ら
の
方
向
に
ど
こ
業
務
は
税
務
業
務
で
す
ー
ズ
に
対
応
で
き
、
税
理
染
み
ま
す
。

　　　　

や
、
テ
レ
ビ
で
甘
利
議
員
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
を
受
け
た
か
と
思
い
ま

甘
利

　

世
の
中
の
経
済
よ
り
も
早
く
導
い
て
い
が
、私
の
事
務
所
を
含
め
、
土
に
頼
ら
ず
申
請
で
き
た

　　　　　　　　　　

の
考
え
を
常
日
ご
ろ
お
聞
な
点
を
見
て
も
政
治
は
後
す
。

モ
デ
ル
は
日
々
革
新
を
続

く
、
と
い
う
意
味
で
あ
り

多
く
の
税
理
士
事
務
所
は

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

き
し
て
お
り
ま
す
。
以
前

世
・歴
史
が
評
価
で
き
る

こ
れ
か
ら
も
甘
利
議
員

け
て
い
き
ま
す
。
最
大
の

ま
す
。
受
け
身
の
税
制
で

持
続
化
給
付
金
の
業
務
で

　

１
ー十文
バム
コ
ミ
ド
＝
÷
′
ご
つ
ー羊
十ー≧

　　　　　　

デ
ジ
タ
ル
化
社
会
が
日
本

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

に
頑
張
っ
て
い
た
だ
い

変
革
と
い
う
の
は
デ
ジ
タ

は
な
く
、
将
来
を
先
取
り

日
々
多
忙
で
す
。
今
は
ｅ

　

１
‐止
Ｍ
”
－易
”と
‐［
・１
０
－Ｅ
ノ
元

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

に
や
っ
て
く
る
、
日
本
は

す
。

　　　　　　　

て
、
私
ど
も
税
理
士
も
勉

ル
社
会
へ
の
転
換
、
い
わ
し
税
が
世
の
中
を
牽
引
し
ー
Ｔ
ａ
ｘ
や
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ

　

ー
ー
甘
利
議
員
の
政
治
か
政
治
家
は
や
ら
な
い
方
先
進
国
の
中
で
周
回
遅
れ

　　　　　　　　　

強
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

ゆ
る
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

て
い
く
よ
う
な
こ
と
を
考

と
い
っ
た
電
子
申
請
制
度

家
と
し
て
の
理
念
を
お
間

が
い
い
で
す
。で
す
か
ら
、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

が
職
務
で
あ
り
ま
す
。
中

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
で
え
る
べ
き
で
す
。
そ
の
よ
も
非
常
に
浸
透
し
て
き
た
か
せ
く
だ
さ
い
。

　　

家
族
に
政
治
家
は
さ
せ
た

　

ー．
；後
樽
州会
活
動
に
つ
い
て
一
言

　　　　

小
企
業
の
よ
き
理
解
者
と

す
。
租
特
（租
税
特
別
措

う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
５

と
い
う
印
象
を
受
け
て
お

　

甘
利

　

私
も
７０
歳
に
な

く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

し
て
、
現
場
の
呈
巴

を

置
）の
役
割
と
い
う
の
は
、
Ｇ
の
税
制
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
リ
ま
す
。
一昔
前
ま
で
は
り
ま
し
た
の
で
、
後
継
者

　

で
す
が
、
そ
れ
で
も
政

　

ー
ー
最
後
に
甘
利
議
員
切
で
す
。

　　　　　

今
後
も
国
政
に
届
け
て
い

税
の
公
平
性
を
曲
げ
て
で

　

ヨ
ン
を
促
進
す
る
税
制
を
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
で
し
は
誰
に
す
る
の
か
と
よ
く
治
は
何
よ
り
重
要
で
「後
と
小
林
後
援
会
長
か
ら
こ

　

経
済
の
根
幹
で
あ
る
中
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

も
誘
導
す
る
そ
の
先
に
価
提
案
し
た
わ
け
で
す
。
ま
た
ね
。

　　　　　　

聞
か
れ
ま
す
。
政
治
家
を
世
・歴
史
が
評
価
し
て
く
れ
か
ら
の
後
援
会
活
動
に
小
企
業
者
の
情
報
デ
ー
タ
す
。

　　　　　　　　　　　　　

，

が鱗
話

　　

醐
扮
ー鯉
即
納
の
で
遜
れ
馴
琉

御脚か敏脚お覚
り割れＬ…日お願いい
苅暖効岬勘ヂ鞭潰乱耽ら欺醍醐お甜酬禰韻瀞

　

．

　　　

〆，

　

．
・

　　　　　

　　

　

　　

　　

ーゴ
）

ー
鼻
一三
ニ

　

ー

　

　

　

Ｌ」
｛

　　

融

　　　　　　

日ｒ利議員を囲んで

蓄岬ヒ！－－－－
諸

　　

　　

　

　

　　　　　

　
　

　　　　　

，

　　　　　　　　　

．

　　　　　　

｛

　

ー

　

　
聞
か
れ
ま
す
。
政
治
家
を
世
・歴
史
が
評
価
し
て
く
れ
か
ら
の
後
援
会
活
動
に
小
企
業
者
の
情
報
デ
ー
タ
す
。

務
め
上
げ
る
の
で
あ
れ
れ
れ
ば
い
い
」
と
い
う
覚

つ
い
て
一言
お
願
い
い
た
を
受
け
取
り
、
集
積
し
た

本
日
は
、
甘
利
議
員
か

ば
、
よ
ほ
ど
腹
を
括
っ
て
悟
で
や
る
し
か
あ
り
ま
せ
し
ま
す
。

　　　　　

デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
我
々
ら
貴
重
な
お
話
を
い
た
だ

や
ら
な
け
れ
ば
務
ま
り
ま
ん
。
政
治
生
活
終
盤
に
差

　

甘
利

　

自
民
党
の
経
済
に
提
言
し
て
い
た
だ
く
こ
き
、
甘
利
明
後
援
会
会
長

せ
ん
。
政
治
家
と
し
て
の
し
掛
か
っ
て
の
私
の
思
い
政
策
の
柱
は
い
く
つ
か
あ
と
が
、
税
理
士
会
の
後
援
と
し
て
よ
り
一層
身
が
引

や
り
が
い
は
も
ち
ろ
ん
あ
で
す
。
後
世
、
あ
の
政
治
り
ま
す
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
会
と
政
治
家
と
の
関
係
だ
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
公

り
ま
す
が
、
辛
い
こ
と
の
家
が
い
て
く
れ
た
か
ら
今
ン
政
策
や
、
中
小
企
業
政
と
思
い
ま
す
し
、
今
後
と
務
で
お
忙
し
い
中
、
対
談

方
が
多
い
で
す
。
マ
ス
コ
が
あ
る
、
と
言
わ
れ
れ
ば
策
で
す
。
中
小
企
業
は
雇
も
中
小
企
業
を
間
近
で
支
の
場
を
設
け
て
い
た
だ

ミ
は
真
実
を
伝
え
て
く
れ
そ
れ
で
い
い
。

　　　　

用
の
７
割
を
支
え
て
お
り
え
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

る
方
が
少
な
い
で
す
。
そ

　

画
家
の
ゴ
ッ
ホ
で
は
な
ま
す
し
、
事
業
所
で
い
え
い
と
思
い
ま
す
。

　　　

ま
し
た
。

れ
で
も
い
い
と
思
う
人
し
い
で
す
が
、
生
き
て
い
る
ば
９９
・７
％
を
担
っ
て
お

　

小
林

　

甘
利
議
員
は
、

　

十
十
本
日
は
あ
り
が
と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

り
ま
す
。

　　　　　

初
入
閣
の
時
か
ら
現
在
に

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
林
・税
理
士
に
よ
る
甘
利
明
後
援
会
会
長

り
ま
す
。

　　　　　

初
入
閣
の
時
か
ら
現
在
に

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
本
は
経
済
力
が
強
い

至
る
ま
で
、
大
臣
や
自
民

　

＝
＝
＝
ー
ー
…※…＝
＝

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、

党
の
税
調
会
長
な
ど
数
多

　

寸
ーｈＢ
、ヒ
ムミ
Ｌ
ご

そ
の
土
台
に
足
腰
の
強
さ
く
の
重
要
な
ポ
ス
ト
を
歴

　

；
…

で
大
企
業
を
支
え
る
中
小
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
甘
後
援
会
対
策
委
員
長

企
業
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
利
議
員
を
我
々
税
理
士
が

　　　　　

南
条

　

吉
雄

日
本
経
済
は
成
り
立
っ
て
間
近
で
応
援
さ
せ
て
い
た

　

本
日
は
甘
利
議
員
か
ら

お
り
ま
す
。

　　　　

だ
け
る
こ
と
に
対
し
て
、

貴
重
な
お
話
を
い
た
だ
き

　

正
に
そ
の
中
小
企
業
を
非
常
に
誇
り
に
思
っ
て
お
ま
し
た
が
、
限
り
あ
る
紙

支
え
て
い
る
の
が
顧
問
税
り
ま
す
。

　　　　　

面
の
た
め
全
て
掲
載
で
き

理
士
で
あ
る
先
生
方
で
あ

　

冒
頭
で
も
話
し
ま
し
た
な
い
の
は
残
念
で
す
。
本

り
、
経
営
者
の
本
音
を
間
が
、
昨
年
４
月
に
総
会
を
企
画
に
ご
協
力
い
た
だ
き

近
で
聞
い
て
お
り
ま
す
。
開
催
し
ま
し
た
。
当
時
甘
ま
し
た
甘
利
明
事
務
所
の

日
本
の
産
業
の
基
盤
を
支
利
議
員
は
自
民
党
の
選
挙
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、
後
援

え
る
中
小
企
業
者
の
本
音
対
策
委
員
長
を
務
め
て
お
会
会
長
な
ど
関
係
各
位
に

を
理
解
し
て
政
策
提
言
を
り
、
大
変
お
忙
し
い
時
に
改
め
て
こ
の
場
で
厚
く
お

し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
我
地
元
で
あ
る
神
奈
川
県
・
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

々
政
治
家
に
と
っ
て
も
大
大
和
市
に
お
越
し
い
た
だ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

、 選んでよかった！ＪＤＬ

ＪＤＬの財務・税務・電子申告を実務でトライアル！

′□に一傷翌叉クラクド組曲賜りｏ〆

（税理士のみなさまへ〕

曜一…＝“ 川

　　

▼ｕ
、

開業５年未満の会計事務所のみなさまには

　　　　　　　　　　　

１お申込み受付中ー１

　　　　　　 　　　　

　

　

　　　　　

　　　　　　　　

　

　

□法人５件の財務・税務・電子申告が無償！

□会計処理から税務申告までを”｛筆書き“！

‐口顧問先用の記帳・自計化ツールも無償提供！

　　　　　　　　　

※一般企業法人１社の処理、ＳＳＰからのお申込みは一般企業法人５社の処理が行えます。

ｐｃでダウンロード・ご利用！

　

肌“－ー喧ー脚．橿－ ■圏図唖飛お申し込みは肌′ｅｂで簡単！

　　
　
　　ー

　　　　

　

　

　　　　

　　　　　

〆

　　　　

′

　

一般企業法人１社の会計処理か‐ら申告書作成

　

申告まで、実務でご利用いただけるトライ

　　

ソフトウエアをご用意しました。ＪＤＬシステム

　

勝手を、ぜひ体験してください！

　　　　

・

　　　　　　　　　

．
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令和２年（２０２０年）７月１日 （水曜日）



、

　

′
６′５５号日

　

本

　

税

　

政

　

連令和２年（２０２０年）７月１日 （水曜日） （第：種郵便物憲胴）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
散
見

す
か
、本
人
が
い
な
い
と
。
し
、
共
用
の
パ
ソ
コ
ン
に

民
主
党
・
比
例
東
京
）

　

で
き
る
と
い
う
こ
と
で
ご

す
。

　　　　　　　

ー
ム
の
記
入
や
送
信
を
無

　

【資
料
】第
２０１
通
常
国
会
会
議
録
抜
粋

　

訴
斬
賜
静
裟
鎌
滋
愛
好
デ
渚
鈍
殻
彊
金
養
護
譜
錫
憲
樗
碧
溢
蒙
滋
納
獣
躍
郵
群
鐘
寛
発
野

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

く
だ
さ
い
。
こ
れ
、
い
い

回
の
運
用
の
中
で
は
、
原

れ
ば
そ
れ
で
も
可
能
だ
と

に
、
ま
ず
、
持
続
化
給
付

い
た
だ
け
れ
ば
と
い
う
ふ

　

つ
つ
、
土
業
の
方
々
や
御

シ
ス
テ
ム
の
操
作
方
法
の

　

第
２
０
１
通
常
国
会
の
ら
な
か
っ
た
り
見
付
か
ら
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

つ
い
て
も
五
月
中
に
四
百
ん
で
す
ね
、
こ
う
い
う
ケ
則
、
申
請
は
本
人
に
し
て
思
い
ま
す
の
で
、
税
理
士
金
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
だ
け
う
に
考
え
て
ご
ざ
い
ま
家
族
な
ど
身
近
な
方
々
に
説
明
、
必
要
書
類
の
確
認

　

審
議
に
お
け
る
持
続
化
給

な
い
と
い
う
の
も
あ
っ
す
。
具
体
的
に
は
、
税
理

カ
所
と
い
う
こ
と
で
す
の

ー
ス
は
。

　　　　　

い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
で

さ
ん
の
ｅ
１
Ｔ
ａ
×
と
か

だ
と
自
分
た
ち
は
余
り
そ

す
。

　　　　　　　

申
請
手
続
の
解
説
や
ウ
工

　

な
ど
を
有
償
で
行
う
こ
と

　

付
金
に
関
す
る
質
疑
の
ー

　

て
、
経
産
省
の
ホ
ー
ム
ぺ

　

士
等
の
土
業
団
体
や
全
国
で
、
大
変
だ
と
思
い
ま
す
○
渡
遣
政
府
参
考
人

　

特
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　

で
全
部
も
う
ほ
ぼ
パ
ソ
コ

　

の
辺
に
な
れ
て
い
な
い
ん
○
末
松
委
員

　

百
万
者
を
プ
申
請
シ
ス
テ
ム
の
操
作
は
可
能
で
あ
り
、
こ
の
よ

部
を
資
料
と
し
て
掲
載
す
ー
ジ
見
ま
す
と
申
請
サ
ポ
の
商
工
会
、
商
工
会
議
所
が
、
是
非
御
努
力
を
い
た
続
化
給
付
金
に
つ
き
ま
し
０
斎
藤
嘉
隆
委
員

　

じ
ン
で
や
っ
て
お
り
ま
す
の
だ
け
れ
ど
も
、
書
面
の
形
超
え
る
よ
う
な
企
業
と
い
方
法
の
説
明
、
必
要
書
類
う
な
場
合
に
つ
き
ま
し
て

　

る
。
な
お
、
国
会
議
事
録
ー
ト
会
場
を
開
設
を
す
る
に
対
し
て
要
請
文
書
を
五
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
て
は
、
幅
広
い
事
業
者
に

　

ゃ
、
駄
目
な
ん
で
す
ね
、
で
、
そ
う
い
っ
た
も
の
も
で
も
手
続
し
て
も
ら
っ
た
う
話
に
な
る
と
、
本
当
に
の
確
認
な
ど
を
御
支
援
い
は
積
極
的
に
御
支
援
を
い

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
と
い
う
旨
の
標
記
が
あ
る
月
八
日
付
け
で
発
出
を

　

例
え
ば
、
経
産
省
が
出
迅
速
な
給
付
を
行
う
こ
と
税
理
士
が
代
理
で
、
代
行
可
能
か
ど
う
か
も
含
め
ら
大
変
あ
り
が
た
い
と
言
そ
こ
は
一刻
も
早
く
必
要
た
だ
く
こ
と
は
効
果
が
高
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
ご

開
さ
れ
て
い
る
。
（き
［
ん
で
す
が
、
こ
れ
も
う
既
し
、
事
業
者
の
申
請
サ
ポ
し
て
い
る
こ
の
持
続
化
給
が
重
要
な
制
度
で
ご
ざ
い
で
申
請
を
す
る
こ
と
は
。
て
、
ま
あ
可
能
で
あ
る
と
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
な
資
金
を
お
届
け
す
る
と
く
、
積
極
的
な
対
応
を
お
ざ
い
ま
す
。

け
野
鼻
ｏ
閃
阿
巴
ロ
ロ
ーｈ
ｏ

に
開
設
を
さ
れ
て
い
る
ん
ー
ト
を
お
願
い
し
た
と
こ
付
金
の
Ｑ
Ａ
を
見
る
と
、
ま
す
の
で
、
今
般
、
ウ
工
お
か
し
く
な
い
で
す
か
、
私
は
思
っ
て
お
り
ま
す
け
ど
も
、
こ
の
辺
は
ど
う
な
い
う
話
で
し
ょ
う
か
ら
、
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
○
末
松
委
員

　

そ
の
有
償

．き
＼
＃
０

　　　　　　

で
す
か
。

　　　　　

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　　

代
理
申
請
は
可
能
か
と
い

ブ
で
、
簡
易
な
方
法
で
申

そ
れ
。
通
常
、
納
税
の
様

れ
ど
も
、
今
日
か
ら
始
ま

ん
で
し
ょ
う
か
。

　　　

地
元
で
も
商
工
会
の
方
々

ご
ざ
い
ま
す
。
五
月
八
日

の
場
合
、
実
際
に
申
請
者

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

が
い
ろ
い
ろ
と
協
力
さ
れ

に
は
、
税
理
士
会
等
の
土

が
し
っ
か
り
と
何
か
ペ
イ

　　　

２
ヨ

　

参
議
亮

一
○
渡
遷
政
嘉
政
府
参
考
人

　

ま
た
、
申
請
の
受
付
の
う
問
い
に
対
し
て
、
申
請
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
々
な
手
続
だ
っ
て
税
理
士

っ
た
支
援
申
請
の
中
で
整

○
渡
運
政
府
参
考
人

　　

吐
劉
樽
愛
護
鯖
＝

（中
小
企
業
庁
経
営
支
援
開
始
と
同
時
に
申
請
専
用
は
法
人
、
個
人
事
業
者
本
組
み
と
す
る
と
と
も
に
、
さ
ん
や
っ
て
い
る
わ
け
で
理
を
し
て
、
ま
た
お
知
ら

　

持
続
化
給
付
金
は
、
百
た
り
や
っ
て
お
ら
れ
る
と
業
団
体
や
全
国
の
商
工
し
な
が
ら
そ
う
い
っ
た
有

　　

，
、‘声
－
－
鼻
ラ

　

ー
部
長
）

持
続
化
給
付
金
の
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
立
入
に
よ
る
申
請
、
電
子
申
審
査
に
お
い
て
本
人
確
認
す
よ
。
そ
れ
を
こ
の
持
続
せ
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
万
者
を
超
え
る
経
営
の
苦
い
う
こ
と
は
よ
く
聞
い
て
会
、
商
工
会
議
所
等
に
要
効
な
サ
ポ
ー
ト
、
そ
の
と

○
斎
藤
嘉
隆
委
員
（立
憲
一
の
申
請
は
、
迅
速
に
給
付
ち
上
げ
、
朝
八
時
半
か
ら
請
の
際
、
身
近
な
人
や
日
や
二
重
受
給
の
有
無
等
の
化
給
付
金
に
限
っ
て
は
、
い
と
思
い
ま
す
。

　　　

し
い
事
業
者
の
皆
様
に
一

　

い
ま
す
。

　　　　　

請
文
書
を
発
出
い
た
し
ま
き
は
や
は
り
国
が
そ
こ
は

民
主
党
・愛
知
選
挙
区
）
を
行
う
と
の
観
点
か
ら
電
夜
七
時
ま
で
、
電
子
申
請
頃
手
続
の
相
談
を
さ
れ
て
確
認
を
容
易
に
す
る
た
め
本
人
じ
ゃ
な
い
と
駄
目
だ
○
斎
藤
嘉
隆
委
員

　

ち
ょ

　

刻
も
早
く
給
付
金
を
お
届

　

こ
う
い
う
と
き
に
、
や
し
て
、
事
業
者
の
申
請
サ
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
と
い

　

持
続
化
給
付
金
の
話
も
子
申
請
を
原
則
と
し
て
い
の
方
法
を
含
め
、
皆
様
方
い
る
方
な
ど
に
申
請
の
支
に
、
代
理
人
で
は
な
く
本
と
、
税
理
士
や
社
労
士
さ

っ
と
今
日
の
と
こ
ろ
は
は
け
す
る
た
め
に
、
委
員
か
は
り
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
ポ
ー
ト
を
お
願
い
し
て
ご
う
必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な

さ
っ
き
あ
り
ま
し
た
。
五
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
か
ら
様
々
な
お
問
い
合
わ
援
を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
人
名
義
で
申
請
を
し
て
い
ん
が
代
わ
り
に
や
っ
ち
ゃ

っ
き
り
し
ま
せ
ん
け
れ
ど
ら
御
指
摘
が
ご
ざ
い
ま
し
方
々
を
使
っ
て
申
請
の
代
ざ
い
ま
す
。

　　　　

い
で
す
か
。

月
一日
か
ら
申
請
が
始
ま
す
。
こ
の
電
子
申
請
が
不
せ
の
対
応
を
し
て
い
る
と
は
問
題
あ
り
ま
せ
ん
と
、
た
だ
く
と
い
う
こ
と
に
し
駄
目
だ
な
ん
て
、
そ
ん
な
も
、
や
っ
ぱ
り
こ
う
い
っ
た
よ
う
に
、
ウ
エ
プ
上
へ

　

行
を
す
る
と
い
う
こ
と
も

　

先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
申
○
渡
消燈政
府
参
考
人

　

委

　

っ
て
、
給
付
ま
で
二
週
間
慣
れ
な
方
の
申
請
を
御
支
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ウ
こ
う
あ
る
ん
で
す
ね
。

　

て
ご
ざ
い
ま
す
。

　　　

こ
と
で
こ
の
給
付
が
ス
ム
た
こ
と
も
可
能
に
す
べ
き
の
簡
易
な
方
法
で
電
子
申
重
要
だ
ろ
う
と
思
う
ん
で
請
サ
ポ
ー
ト
窓
口
や
コ
Ｔ
員
御
指
摘
の
よ
う
に
、
申

ぐ
ら
い
と
い
う
ふ
う
な
話
援
す
る
た
め
に
申
請
サ
ポ

　

エ
ブ
上
で
の
申
請
画
面
を

　

じ
ゃ
、
例
え
ば
、
日
頃

　

他
方
、
電
子
申
請
を
す
ー
ズ
に
い
く
ん
で
す
か
。
だ
と
思
い
ま
す

　

、
き
る
請
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
す
け
れ
ど
も
、
例
え
ば
、
ル
セ
ン
タ
Ｔ
、

う
給
付
第
一弾
が
始
ま
っ
い
ち
早
く
準
備
の
整
い
ま
は
、
記
入
の
方
法
、
書
類
あ
る
い
は
社
労
士
さ
ん
と
て
い
る
方
々
に
、
ウ
エ
ブ
○
渡
遷
政
府
参
考
人

　

一

　

り
事
業
者
さ
ん
も
一番
相
な
れ
な
方
々
か
ら
書
面
で
土
さ
ん
に
ず
っ
と
見
て
も
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
Ｔ
ト
し
て
い
か
な
け
れ
ば

た
と
い
う
こ
と
で
、
予
定
し
た
東
京
都
で
三
カ
所
、
の
添
付
の
方
法
を
お
伝
え
か
、
こ
う
い
っ
た
方
に
例
上
で
の
そ
の
入
力
の
支
援
般
論
で
申
し
上
げ
ま
す
談
し
や
す
い
ん
で
す
よ
、
の
申
請
を
求
め
る
声
が
あ
ら
っ
て
い
る
の
で
税
理
士
す
。

な
ら
な
い
と
考
え
て
ご
ざ

よ
り
も
随
分
前
倒
し
で
や
熊
本
県
で
一カ
所
、
計
四
す
る
な
ど
、
電
子
手
続
に
え
ば
お
願
い
を
し
て
、
例
や
必
要
書
類
の
確
認
と
い
と
、
行
政
文
書
の
申
請
に
自
分
の
通
常
、
ふ
だ
ん
相
る
こ
と
は
承
知
し
て
ご
ざ
さ
ん
に
そ
の
業
務
代
行
と
○
末
松
委
員

　

ち
ょ
っ
と
い
ま
す
ｏ

っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
カ
所
の
窓
口
を
開
設
し
た
不
慣
れ
な
事
業
者
の
方
に
え
ば
税
理
士
さ
ん
の
事
務

っ
た
、
申
請
を
そ
の
場
で
つ
い
て
は
行
政
書
士
が
代
談
を
し
て
い
る
例
え
ば
身
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
全
い
う
こ
と
を
し
よ
う
と
し
わ
か
ら
な
か
っ
た
ん
で
す

先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し

こ
れ
、
役
所
と
し
て
の
こ
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
寄
り
添
っ
た
サ
ポ
ー
ト
を
所
で
そ
の
パ
ソ
コ
ン
を
使
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
行
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
近
な
税
理
士
さ
ん
と
か
。
国
各
地
に
申
請
サ
ポ
ー
ト
た
ら
、
そ
こ
は
だ
め
な
ん
け
れ
ど
も
・
税
理
士
さ
ん
た
が
・
原
則
論
で
申
し
上

の
御
努
力
に
は
、
こ
れ
は
さ
ら
に
、
十
六
日
ま
で
に
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご

っ
て
代
理
で
申
請
を
す
る
な
が
ら
申
請
を
行
っ
て
い
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
そ
う
い
っ
た
方
が
、
ど
こ
会
場
を
現
在
準
備
、
開
設
だ
と
言
わ
れ
た
ん
で
す
が
代
行
業
を
す
る
と
い
う
げ
ま
す
と
、
国
に
申
請
す

も
う
改
め
て
敬
意
を
表
し

各
都
道
府
県
に
一
カ
所
以

ざ
い
ま
す
。

　　　　

と
、
こ
れ
は
い
い
の
か
、

た
だ
く
こ
と
は
可
能
だ
と

す
。

　　　　　　　

ま
で
が
代
行
で
ど
こ
ま
で

を
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。
十

ね
。

　　　　　　　

こ
と
は
認
め
て
い
る
と
い

る
書
類
を
作
成
す
る
行
為

た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
っ
上
、
五
月
の
末
ま
で
に
は

　

こ
れ
ら
に
加
え
、
経
済
こ
れ
は
支
援
で
い
い
の
か
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

　

し
た
が
い
ま
し
て
、
今
が
支
援
な
の
か
と
い
う
線
六
日
ま
で
に
全
都
道
府
県

　

そ
う
い
っ
た
専
門
家
を
う
こ
と
で
す
か
、
先
ほ
ど
に
当
た
り
ま
す
こ
と
か

て
お
り
ま
す
。

　　　　

全
国
で
四
百
カ
所
以
上
の
産
業
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
か
、
こ
れ
は
代
理
、
代
す
。

　　　　　　　

回
も
そ
の
代
行
業
務
と
し
引
き
も
ち
ょ
っ
と
明
確
で
に
五
十
九
カ
所
を
設
置
し
や
は
り
し
っ
か
り
と
使
っ
士
業
さ
ん
と
い
う
話
を
し
ら
・
行
政
書
士
法
上
の
行

　

た
だ
、
ま
だ
ま
だ
い
る
設
置
を
完
了
す
べ
く
全
力
に
も
、
申
請
手
続
の
解
説
行
だ
か
ら
、
支
援
じ
ゃ
な
○
斎
藤
嘉
隆
委
員

　

い
や
て
行
う
の
で
あ
れ
ば
可
能
な
い
も
の
で
す
か
ら
、
こ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
重
て
い
ま
す
け
れ
ど
も
。

　

政
書
士
の
方
に
、
有
償
で

い
る
改
善
す
べ
き
点
が
や
で
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
動
画
で
す
ね
、
動
画
と
し
い
か
ら
駄
目
な
ん
じ
ゃ
な

い
や
、
そ
れ
が
よ
く
分
か
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
れ
で
か
な
り
申
請
が
止
ま
け

　

ど
も

月

　

む
む

ろ
ん
で
す
ね
。

　　　　

が
で
き
次
第
、
経
済
産
業
り
込
み
チ
ラ
シ
に
よ
る
広
の
税
理
士
さ
ん
や
土
業
の
士
さ
ん
が
例
え
ば
依
頼
を
は
本
人
申
請
を
お
願
い
を
ー
ス
が
あ
る
の
で
、
こ
れ
整
備
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
が
で
す
か
。

　　　　　

国
に
提
出
す
る
書
類
を
す
。

　

高
齢
の
事
業
者
さ
ん
な
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
告
の
活
用
な
ど
、
事
業
者
皆
さ
ん
の
中
で
も
こ
ん
な
受
け
て
、
必
要
な
書
類
を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
是
非
早
急
に
検
討
し
て
ま
す
。

　　　　　　

○
渡
遷
政
府
参
考
人

　　

作
成
す
る
行
為
に
当
た
り

　

し
た
が
い
ま
し
て
・
税

ん
か
で
い
う
と
、
ネ
ッ
ト
で
公
表
を
し
て
い
き
た
い
の
皆
様
方
の
申
請
を
様
々
こ
と
で
さ
え
意
見
が
分
か
預
か
っ
た
上
で
自
分
の
事
ご
ざ
い
ま
す
。

　　　　

い
た
だ
い
て
、
何
ら
か
の

　

こ
こ
で
は
、
例
え
ば
必

　

代
理
申
請
に
つ
き
ま
し
ま
す
こ
と
か
ら
・
申
請
フ
理
士
の
方
で
あ
っ
て
も
行

で
の
申
請
と
い
う
の
が
や
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
ご
な
形
で
支
援
さ
せ
て
い
た
れ
て
い
る
ん
で
す
ね
。

　

務
所
に
持
っ
て
き
て
、
本
○
梶
山
弘
志
国
務
大
臣

　

方
策
で
お
示
し
を
い
た
だ
要
な
書
類
を
紙
で
持
ち
込
て
は
、
申
請
時
に
本
人
確

ォ
ー
ム
の
記
入
、
送
信
を
政
書
士
の
資
格
を
お
持
ち

っ
ば
り
か
な
り
困
難
で
、
ざ
い
ま
す
。

　　　　

だ
い
て
ご
ざ
い
ま
す
。

　　

こ
う
い
う
こ
と
を
明
確
人
は
い
ま
せ
ん
よ
、
本
人

　

今
日
か
ら
そ
の
サ
ポ
ー
き
た
い
と
い
う
ふ
う
に
思
ん
で
申
請
い
た
だ
く
こ
と
認
や
二
重
受
給
の
有
無
等
有
償
で
支
援
す
る
こ
と
で
い
ら
っ
し
ゃ
れ
ば
・
有

そ
の
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
状

　

な
お
、
も
ち
ろ
ん
申
請
○
斎
藤
嘉
隆
委
員

　

本
当
に
し
な
い
と
、
後
で
こ
れ
は
い
な
い
中
で
、
代
理
で
ト
会
場
で
き
ま
し
た
け
れ
い
ま
す
。

　　　　　

も
可
能
で
ご
ざ
い
ま
す
。
の
確
認
を
確
実
に
す
る
た
は
、
行
政
書
士
法
上
、
行
償
で
行
う
こ
と
も
問
題
が

況
を
改
善
し
た
く
て
い
る
サ
ポ
ー
ト
会
場
が
設
置
す
に
、
い
ろ
い
ろ
努
力
を
し
は
無
効
で
す
よ
、
何
か
罰
書
類
作
っ
て
申
請
を
そ
の
ど
も
、
サ
ポ
ー
ト
会
場
で

　

～
ヨ
ラ
ョ

ミ
廃
モ

　

そ
こ
に
ご
ざ
い
ま
す
関
連
め
に
、
本
人
名
義
で
の
申
政
書
士
の
方
に
限
定
さ
れ
な
い
と
い
う
ふ
う
に
考
え

ん
な
と
こ
ろ
に
問
合
せ
を
る
ま
で
の
間
に
お
き
ま
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
則
が
あ
り
ま
す
よ
な
ん
て
パ
ソ
コ
ン
か
ら
し
た
と
。
は
パ
ソ
コ
ン
も
用
意
し

　

際
餅
郭
妊
き
訓
濡
形

　

の
資
材
を
お
使
い
い
た
だ
請
に
限
定
し
・
代
理
人
名
て
ご
ざ
い
ま
す
ｏ

　　　　　　　

：

し
た
い
ん
だ
け
れ
ど
も
、

て
も
、
可
能
な
サ
ポ
ー
ト

認
め
る
ん
で
す
ね
。
今
の

話
に
な
る
こ
と
を
ち
ゅ
う

　

い
い
ん
で
す
か
、
こ
れ

て
、
そ
れ
で
申
請
を
す
る

　

見
誇
ａ
獄
！
巨
会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

÷

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

て
ご
ざ
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

い
て
、
指
導
員
の
指
導
の

義
で
の
申
請
は
禁
止
し
て

　

他
方
、
税
理
士
な
ど
土

な
か
な
か
窓
口
が
つ
な
が
体
制
は
で
き
る
限
り
構
築
申
請
の
サ
ポ
ー
ト
会
場
に
ち
ょ
し
て
申
請
が
で
き
な
は
。
こ
れ
は
駄
目
な
ん
で
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
○
末
松
義
規
委
員
（青
悪

も
と
申
請
を
行
う
こ
と
が
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
業
の
方
々
が
、
申
請
フ
ォ

５第



（第ニ種郵便物認可）

関与先・提携企業・税理士業界が共に栄えるために
　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

多 事業や暮らしを応援！スケールメリットを活かした
、

全税共の事業

この他にも業務や暮らしに役立つ事業を各種取り揃えております。詳しくは全税共ホームページをご覧ください。

ナ全国税理士共栄会 醐蜘鰍ー曜鋤皆脚剛匂岬蜘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｚｅｎｚｅｉｋｙｏ．ｃｏｍ／

円滑な事業承継等を実現する

　　　

◆

ＶＩＰ大型総合保障制度
充実したプランで関与先を応援

●経営者大型保険（集団扱定期保険）
掛捨の割安な保険料で入院や手術を含む総合的な保障をす
る保険です。経営者に万一のことがあったとき、大型の保障で
企業を守ります。

●経営者保険総合プラン
働きざかりの経営者等の生涯保障や、役員・幹部社員の退職金
準備等に活用できるよう、終身保険、養老保険など多彩な商品
を用意しています。

●経営者スーパープラン
ガンなどの生活習慣病保障に重点をおいた保険や高度先進
医療保険、介護保険など様々なニーズに応える医療保険全般
を用意しています。

●朝日生命●第一生命●日本生命 ●ジブラルタ生命 ●〆ツトライフ生命
●エヌエヌ生命．明治安田生命●住友牛命●ＳＯＭＰＯひまわり生命 ●アフラック
●アクサ生命●富国生命●三井住瓦海上あも・おし・生命●オリックス生命●ＦＶＶＤ富士生命

●団体所得補償保険（無事故戻し２０％）４Ｅ撒き廻 陛廻＝‘重囲
突然の病気やケガで就業できなくなったときの収入を補償
引受保険会社／損保ジャパン、東京海上日動火災

●団体長期障害所得補償保険４鎧耀き廻閉圧図＝‘重囲
長期にわたる就業障害時の収入を補償
引受保険会社／損保ジャパン

●新・団体医療保険４鎧客董き廻醐薩糟腕；聖閉

入院１日目から補償、日帰り入院も補償

　　　　

‐

　

扇げ
（－入院最高１２０日、通算１，０００日まで補償）
引受保険会社／損保ジャパン

●介護・がん補償 保険

　　　　　　　　　　　

、Ｎ

要介護３以上で年金方式の保険金。１年更新の加入で
がん診断保険金など様々な補償があります。

　

引受保険会社／東京海上日動火災

お問い合わせは全税共事務局、または上記保険会社へ

の

　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　　　

　

事業承継（Ｍ＆Ａ等）顧客紹介制度
Ｍ＆Ａのみならず、親族・従業員承継や
廃業に伴う不動産売却など
あらゆる角度から事業承継をサポートします。
　　　　　　　　　　　　　　　　
三井住友信託銀行プライベートバンキング企画推進部

電話。３－３２８６－８４９３

◆
税理士．事務所職員、関与先等関係者のための

◆

全 税 共 年 金 拠出型企業年金保険）
公的年金の補完・老後の備えに

く全税共年金の特長＞
１．掛金は月々１万円から

　

生活設計に合わせて掛金を自由に設定できるため、無理なく

　

無駄なく将来の設計ができます。

新規加入

月

　

払 １口５千円で２口以上４０口まで

一括払
１口１０万円以上（任意）
ただし、１回の加入につき２００口まで
（通算４００口まで）
一括払のみの加入はできません

増

　　

口

月

　

払 １ロ５千円以上毎月

一括払
１口１０万円以上
一括払のみの増口も可能
年２回（１・７月）及び年金請求時

減

　　

口 月

　

払 ２口以上を残し、１口単位で減口可能
年２回（１・７月）

２．年金の受取方法は３種類

給付金請求時に次の３通りから選択できます。
１）１０年確定年金

　　　　　　　

に静

　

養
２）１５年確定年金
３）１０年保証期間付終身年金３
樽讐
証期間付終身年金 だ／

ご 滝； 鞠※年金に代えて一時金でも受取ることが

　

≦

　

－

３．掛金の運用

加入者の皆様からお預りした掛金は、各取扱保険会社の引受
割合および予定利率（Ｈ３１．３月現在加重平均１．２６％）に基づき
各取扱保険会社が運用しています。毎年の運用実績が予定
利率を上回った場合には、配当が上乗せされます。

＜取扱保険会社＞
・第一生命●明治安田生命●日本生命●住友生命●富国生命

お問い合わせは全税共事務局、または上記保険会社へ

◆

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◆

経験豊富な税理士が税務に関わる悩みやご相談にお答えします

電話による税の無料相談
共催：日本税理士会連合会、

　　

（公財）日本税務研究センター

　

支援：全国税理士共栄会

公益財団法人税務研究センター内（直通）

電話。３－３４９２－６０１６



　　

令和２年（２０２０年）７月１日 （水曜日）

　　　　　　　　

●

　　　　

日

　

本

　

税

　

政

　

連
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ノ新たな収入源で事務所を元気に！
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－ー″・ー・Ａ ”ー

　

　

　　　　　

　
　　　　　　　

ー千
闘 こｖ１ ㈲ 奨し・成約すると提携保険会社から代理店手数料が支払われます

税理士Ｖ１Ｐ代理店 ３つのメリット

勢
１
メリット

メリット

２

メリット

３

事務所の収入源が拡大します
保険の成約によって提携保険会社から支払われる代理店

手数料が事務所の新たな収入源になります。

関与先に役立つ豊富な保険知識が習得できます
ＶーＰ代理店の業務を通じて、関与先の継続的繁栄に

欠かせない

①医療や年金制度など、充実した福祉制度
②円滑な事業承継

　

などに関する詳しい保険知識が習得できます。

代理店業務は保険会社がアシストするので安心
保険会社は次のサービスを通じて、
ＶＩＰ代理店の仕事をしっかりアシストします。

①代理店経営に関する相談窓口の開設
②保険設計に関する資料提供と支援
◎保険販売ノウハウの提供と支援

　

など

税理士ＶＩＰ代理店とは
全税共提携保険会社と代理店契約を締結した
税理士で、全税共の基本理念をふまえ、主要事

業であるＶＩＰ大型総合保障制度・全税共年金
の拡販に努める者。

　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

．
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‘

　　

．

ｖ，Ｐ代理店キャ三 二二 延
期－度」

　

『既“代理店登録され砂 歳“モ凹ヒ 「＼．１１＝

　　　　　　

約

Ｚ２ 第２０回税理士ＶＩＰ代理店

　　　　　　

挙 績 キャンペ ーン

◆対

　　

象：税理士ＶＩＰ代理店

◆期

　　

間：２０２０年７月１日～１２月３１日

◆対象契約：期間中に成立した全税共扱いの保険契約

◆表彰基準及び賞品

　　　　　　　　

月額保険料

　　　　　　　

１０万円
停ムＡ賞 ド，。。弼 一 打功一 “勝

　　　　　　　　

月額保険料

　　　　　　　　

５万円，

　

工 Ｄ 伽

　

１

　　　　　　　　　

１

　　　　　　　　

‐

　

一ＡＤ員

　

ー

　

※５０万円以上

　

１ ギフトカード（商品券）

※期間中に成立した全税共扱い契約の初回保険料月額の合計額

税理士Ｖ工Ｐ代理店に関する詳細は、以下の提携保険会社に直接お問い合わせ下さい。

　　　　　

税理士ＶェＰ代理店提携保険会社

ＺＩ第２１回
税理士ＶＩＰ代理店

　　　　　

推 進 キャンペ ーン

新規に代理店登録をした税理士会会員に
ギフトカードを贈呈！

◆対

　　

象：税理士会会員

◆期

　　

間：２０２０年１月１日～１２月３１日

◆奨励基準：期間中に税理士ＶＩＰ代理店登録
した方にギフトカード（１万円）を贈呈

※但し、過去のキャンペーンで奨励対象になった方を除く

，すぎ
言うこぎき
ざ まご：
＼；‐くさ－き きでもメド信三（

”

騒ぎ喜ノ
、、＼ｄ

　　　　　

ｒ▼：′」′

き豪儀，
　　

　

　　

　　　

　　　

　

　　

Ｌ
◆朝日生命

　

◆第一生命

　

◆日本生命

　

◆ジブラルタ生命

　

◆〆ツトライフ生命

　

◆エヌエヌ生命

　

◆明治安田生命

　

◆住友生命

◆ＳＯＭＰＯひまわり生命

　

◆アクサ生命

　

◆富国生命

　

◆三井住友海上あいおい生命

　

◆オリックス生命

　

◆ＦＷＤ富士生命
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全税共の事業は、ホームページでご案内しています。
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